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1節 点と直線
直線上の点の座標1

　数直線上の点には実数が対応している。点Ｐに実数ｘが対応している
とき，点Ｐの座標はｘ であるといい， xP] gと書く。

数直線上の２点間の距離  5

(1 )  ２点 1A] g， 5B] g間の距離ABは

5 1 4AB = - =

(2 )  ２点 2C] g， 4D -] g間の距離 CDは

2 4 6CD = - - =] g

例 1

　数直線上において，原点と点 xP] gの距離を実数ｘの絶対値といい，

x で表す。２点 aA] g， bB] g間の距離 ABは，a，bの大小に関係なく，
絶対値の記号を用いて次のように表される。

b aAB= -

10

次の２点A，B間の距離を求めよ。
(1 )  9 1A B，] ]g g (2 )  2 5A B，-] ]g g

問 1
15

内分点・外分点

　m，nは正の数とする。
　線分AB上に点Ｐがあって

m nAP PB| |=

が成り立つとき，点Ｐは線分ABをm n| に 内分する という。このとき，
点Ｐを線分ABの 内分点 という。
　とくに，線分ABの中点はABを 1 1| に内分する点である。

20

右の図において，点Ｐは線分

ABを 2 3| に内分する。
例 2
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　m，nは正の数で，m n]  とする。
　線分ABの延長上に点 Qがあって

 m nA BQ Q || =

が成り立つとき，点Ｑは線分ABを

m n| に 外分する という。このとき，
点Ｑを線分ABの 外分点 という。

5

右の図において，点Ｑは線分

ABを 3 2| に外分し，点Ｒは
線分ABを 2 3| に外分する。

例 3

下の図において，線分 ABを 2 1| に内分する点Ｐ，2 1| に外分す
る点Ｑ，1 2| に外分する点Ｒをそれぞれ図示せよ。

10 問 2

　２点 aA] g， bB] gに対して，線分 ABを m n| に内分する点Ｐの座標

ｘを求めてみよう。
　a b1  のとき

a x b1 1  であるから
　　　　　　　 x aAP = - ，　 b xPB = -

よって　　　　　 x a b x m n||- - =] ]g g

ゆえに　　　　n x m b xa- = -] ]g g

これを解くと

　　　　　　　　　x
m n
a mbn

=
+
+

　a b2  のときも同様にして同じ式が導かれる。

15

p q p q pq qp,| |= =l l l l

20
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　次に，２点 aA] g， bB] gに対して，線分 ABを m n| に外分する点 Q
の座標ｙを求めてみよう。
　a b1 ，m n2 のとき
　　 ayAQ = - ，　 byBQ = -

ゆえに　 a by y m n| |- - =] ]g g 　　すなわち　 a bn y m y- = -] ]g g

これを解くと　　 a b
y

m n
n m

=
- +

-

この式は，ａとｂ，ｍとｎの大小に関係なく成り立つ。

 5

２点 aA] g， bB] gに対して，線分ABを

m n| に内分する点Ｐの座標は　　
m n
na mb

+
+

とくに，線分ABの 中点 Ｍの座標は　　 a b
2
+

m n| に外分する点Ｑの座標は　　
m n
na mb- +

-

内分点・外分点の座標

10

外分点の公式は，内分点の公式でｎを n- に置き換えたものである。注意

２点 1A -] g， 9B] gに対して，線分 ABを 4 1| に内分する点Ｐ

の座標をｘとすると　　x
4 1

1 1 4 9
7

: :
=

+
- +

=
] g

また，線分ABを 3 1| に外分する点Ｑの座標をｙとすると

　　　　　　　　　　　y
3 1

1 1
14

3 9: :
=

-
- -

=
+] g

例 4

15

２点 3A] g， 6B] gに対して，次の点の座標を求めよ。
(1 )  線分ABを 2 1| に内分する点Ｐ
(2 )  線分ABを 2 3| に外分する点Ｑ
(3 )  線分ABの中点Ｍ

問 3

20
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平面上の点の座標2
座標平面上の点

　平面上に座標軸を定めると，その平面上
の点Ｐの位置は座標 ,a b] gで表される。
座標が ,a b] gである点Ｐのことを ,a bP] g

と書く。
　このようにして座標の定められた平面を
座標平面 という。
　座標平面はｘ軸とｙ軸により図のよう
に４つの 象

しょう

限
げん

 に分けられる。ただし，座
標軸上の点はどの象限にも入らない。
　各象限におけるｘ座標，ｙ座標の符号
は右の図のようになる。
　たとえば，第２象限にある点は，ｘ座
標が負，ｙ座標が正である。

5

10

15

次の各点はどの象限にあるか。
　　 , , , ,4 2 3 1 5 1 6 5A B C D，　 ，　 ，　- - - -] ] ] ]g g g g

問 4

点 ,3 2A] gについて，ｘ軸，

ｙ軸，原点に関して対称な
点 B，C，Dの座標は，それ
ぞれ， ,3 2B -] g， ,3 2C -] g，

,3 2D - -] gである。

例 5

20

点 ,5 4P -] gについて，次の直
線または点に関して対称な点の
座標を求めよ。
(1 )  ｘ軸 (2 )  ｙ軸 (3 )  原点

問 5

25
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２点間の距離

座標平面上の２点 ,1 2A] g， ,6 5B] g間の距離ABを求めてみよう。
右の図のように直角三角形ABCをかけば，点Ｃの座標は ,6 2] g

であり

6 1 5AC = - =

BC 5 2 3= - =

よって，三平方の定理により

AB AC BC2 2= +

5 3 342 2= + =

例 6

 5

　一般に，次のことが成り立つ。 10

　２点 ,x yA 1 1] g， ,x yB 2 2] g間の距
離は
　 x x y yAB 2 1

2
2 1

2= - + -] ]g g

とくに，原点Ｏと点 ,x yP] gの距離は
　　 x yOP 2 2= +

２点間の距離

15

２点 ,1 4A] g， ,2 8B -] g間の距離は
　　 2 1 8 4AB 2 2= - - + -] ]g g

　　 9 16 25 5= + = =

原点 ,0 0O] gと点 ,4 6P -] gの距離は
　　 4 6 16 36OP 2 2= + - = +] g

　　 52 2 13= =

例 7

20

次の２点間の距離を求めよ。 p.81 Training 1 　p.104 LevelUp 1

(1 )  , ,4 2 7 3A B，] ]g g (2 )  , ,1 1 4 3A B，- - -] ]g g

(3 )  , ,0 0 4 2O P， -] ]g g (4 )  , ,3 2 3 9A B，- -] ]g g

問 6

25
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内分点・外分点

　２点 ,x yA 1 1] g， ,x yB 2 2] gに対して，線分 ABを m n| に内分する点

Ｐの座標 ,x y] gを求めてみよう。
　点 A，B，Pからｘ軸に垂線 AAl，BBl，PPlを下ろすと，点 Plは線
分 A Bl lをm n| に内分する点である。
よって，数直線上の内分点の公式により

　　　x x x
m n
n m1 2

=
+
+

　また，点A，B，Pからｙ軸に垂線を下

ろしてｘ座標と同様に考えれば，ｙ座標は
　　　y y y

m n
n m1 2

=
+
+

よって，Ｐの座標は

　　　 ,
m n
nx mx

m n
ny my1 2 1 2

+
+

+
+

d n

　外分点の座標も，内分点の場合と同様に求めることができる。

5

10

　２点 ,x yA 1 1] g， ,x yB 2 2] gに対して，線分ABを

m n| に 内分する 点Ｐの座標は

,
m n
nx mx

m n
ny my1 2 1 2

+
+

+
+

d n

とくに，線分ABの 中点 Ｍの座標は

,
x x y y
2 2

1 2 1 2+ +
d n

m n| に 外分する 点Ｑの座標は

,
m n
nx mx

m n
ny my1 2 1 2

-
- +

-
- +

d n

内分点・外分点の座標
15

20
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２点 ,2 1A -] g， ,4 4B] gがある。
線分 ABを 2 1| に内分する点Ｐ，2 1| に外分する点Ｑの座標
を求めてみよう。

Ｐの座標を ,x y] gとすると

　　x
2 1

1 2
2

2 4: :
=

+
-

=
+] g ，　y

2 1
1 1 2 4

3
: :

=
+
+

=

したがって，点Ｐの座標は ,2 3] gである。
次に，Ｑの座標を ,x yl l] gとすると

　　x
2 1

1 2
10

2 4: :
=

-
- -

=
+

l
] g ，　y

2 1
1 1 2 4

7
: :

=
-

- +
=l

したがって，点Ｑの座標は ,10 7] gである。

例 8

 5

次の２点 A，Bに対して，線分 ABを 4 3| に内分する点Ｐ，4 3|

に外分する点Ｑ，および線分ABの中点Ｍの座標を求めよ。
(1 )  , ,2 1 9 8A B，] ]g g (2 )  , ,2 3 6 1A B，- -] ]g g

� p.81 Training 2

10問 7

点 ,2 3A] gに関して，点 ,1 2P -] gと対称な点Ｑの座標を求めよ。 151
点Ｑの座標を ,a b] gとすると，線分 PQの中点が点Ａであるから

　　 a b
2

1
2

2
2

3，
- +

=
+

=

よって　　a b5 4，= =

であるから，点Ｑの座標は
　　　　 ,5 4] g

解

20

点 ,3 1A -] gに関して，点 ,4 3P] gと対称な点Ｑの座標を求めよ。
 p.81 Training 3 　p.104 LevelUp 2

問 8

　 ある点に関して対称な点例 題
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三角形の重心

　三角形の頂点とその対辺の中点を結ぶ線分を 中線 という。三角形の３
本の中線は１点で交わり，この点をその三角形の 重心 という。重心はそ
れぞれの中線を 2 1| に内分する点である。
　３点 ,x yA 1 1] g， ,x yB 2 2] g， ,x yC 3 3] gを頂点とする ABC9 の重心Ｇ
の座標を求めてみよう。

　辺 BCの中点をＭとすると，点Ｍの座標は ,
x x y y

2 2
2 3 2 3+ +

d nである。

　重心 ,x yG] gは線分 AMを 2 1| に
内分するから

x
x

x x
x x x

2 1

1 2
2

3

1

2 3

1 2 3

: :

=
+

+
+

=
+ +

y
y

y y
y y y

2 1

1 2
2

3

1

2 3

1 2 3

: :

=
+

+
+

=
+ +

　以上より，次のことがわかる。

5

10

　３点 ,x yA 1 1] g， ,x yB 2 2] g， ,x yC 3 3] gを頂点とする ABC9 の重

心Ｇの座標は　　 ,
x x x y y y

3 3
2 3 1 2 31+ + + +

d n

三角形の重心の座標

15

３点 ,2 3A] g， ,1 1B -] g， ,6 1C] gを頂点とする ABC9 の重心

Ｇの座標 ,x y] gを求めてみよう。

　　x
3

2 1 6
3=

+ +
= ，　y

3
3 1 1

1=
+ - +

=
] g

したがって，Ｇの座標は ,3 1] g

例 9

次の３点を頂点とする ABC9 の重心Ｇの座標を求めよ。
(1 )  , , ,5 3 4 7 6 2A B C， ，- -] ] ]g g g

(2 )  , , ,0 4 5 3 2 4A B C， ，- -] ] ]g g g p.81 Training 4

20 問 9
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直線の方程式3
　x，yについての方程式を満たす点 ,x y] g全体の集合を，その 方程式の
表す図形 という。また，その方程式をその 図形の方程式 という。
　ここでは，直線の方程式について考えてみよう。

１点を通り傾きがｍの直線  5

　点 ,x yA 1 1] gを通り，傾きがｍの直線の方程式を求めてみよう。
　直線とｙ軸との交点のｙ座標を ｙ切

せっ

片
ぺん

 という。ｙ切片をｎとすると，
この直線の方程式は

y mx n= +  …… ①
と表される。① が点 ,x yA 1 1] gを通るから

y mx n1 1= +  …… ②
① - ② より

y y m x x1 1- = -] g

10

点 ,x y1 1] gを通り，傾きがｍの直線の方程式は
　　　　　　　y y m x x1 1- = -] g

１点を通り傾きがｍの直線
15

点 ,2 5-] gを通り，傾きが 4- の直線の方程式は

y x5 4 2- - = - -] ]g g

すなわち y x4 3=- +

例10

次の直線の方程式を求めよ。
(1 )  点 ,1 3] gを通り，傾きが２の直線

(2 )  点 ,3 4-] gを通り，傾きが
3
1

- の直線

問10 20
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２点を通る直線

　異なる２点 ,x yA 1 1] g， ,x yB 2 2] gを通る直線の方程式を求めてみよう。
1 x x1 2]  のとき
　直線ABの傾きｍは

　　　 m
x x
y y
2 1

2 1
=

-
-

　 さらに点 ,x y1 1] gを通るから，その直線の
方程式は

　　　y y
x x
y y

x x1
2 1

2 1

1- =
-
-

-] g

2 x x1 2=  のとき
　 直線 ABはｙ軸に平行であるから，その
直線の方程式は
　　　 x x1=

5

10

２点 ,x yA 1 1] g， ,x yB 2 2] gを通る直線の方程式は

　　x x1 2]  のとき　　　y y
x x
y y

x x1
2 1

2 1

1- =
-
-

-] g

　　x x1 2=  のとき　　　 x x1=

２点を通る直線

15

(1 )   ２点 ,2 1A -] g， ,4 3B] gを通る直線の方程式は

 y x1
4 2

3 1
2- - =

-
- -

-]
]

]g
g

g

　　すなわち y x2 5= -

(2 )  ２点 ,1 2A -] g， ,1 5B] gを通る直線の方程式は　　x 1=

例11

20

次の２点A，Bを通る直線の方程式を求めよ。
(1 )  , ,2 3 1 9A B，-] ]g g (2 )  , ,2 0 0 6A B，] ]g g

(3 )  , ,4 1 4 5A B，- -] ]g g (4 )  , ,2 5 7 5A B， -] ]g g

� p.81 Training 5 　p.104 LevelUp 3

問11
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１次方程式と直線

　方程式 ax by c 0+ + =  の表す図形について考えてみよう。

２つの方程式  x y2 5 0- - = ，

x 1 0- = �は，それぞれ
　y x2 5= - ，x 1=

と変形できるので，ともに直線を
表す。
　

例12

 5

　一般に，a 0]  または b 0]  のとき，x，yの１次方程式
ax by c 0+ + =  の表す図形は直線である。
　２直線の交点の座標は，２直線を表す方程式を連立させた連立２元１
次方程式の解として得られる。

10

２直線 x y 4 0+ - = ， x y2 1 0- + =  の交点と点 ,2 1-] gを
通る直線の方程式を求めよ。

2

連立方程式 
x y

x y

4 0

2 1 0

+ - =

- + =
*

を解くと，x y1 3，= =

となるから，交点の座標は 
,1 3] gである。
求める直線は２点 ,2 1-] g，

,1 3] gを通るから，その方程式は

　　　　　　y x1
1 2

3 1
2- =

- -
-

- -
]

]
g

g" ,

すなわち　　 x y2 3 7 0- + =

解
15

20

２直線 x y2 1 0+ + = ，x y 5 0- - =  の交点と点 ,1 2] gを通る直線
の方程式を求めよ。 p.81 Training 6

問12
25

　 2直線の交点を通る直線例 題
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章　前ページの例題２で求めた２直線の交点を通る直線の方程式を，別の

方法で考えてみよう。
　２つの直線　　　　x y 4 0+ - =  …… ①
　　　　　　　　　　 x y2 1 0- + =  …… ②
は平行でないから，１点Ａで交わる。このとき，ｋを定数として
　　　　　k x y x y4 2 1 0+ - + - + =] ]g g 　　　　…… ③
を考えると，③ は点Ａを通る直線を表す。
このことを示してみよう。
　①，② をともに満たす x，yの値の組
は ③ も満たすから，③ で表される図形
は２直線 ①，② の交点Ａを通る。
　また，③ を変形すると

x y kk k 4 02 1 1+ + - + =+ -] ] ]g g g

となる。どのようなｋに対しても，ｘの係数 k 2+ とｙの係数 k 1- が同
時には０にならないから，この１次方程式が表す図形は直線である。
　したがって，③ は２直線 ①，② の交点Ａを通る直線を表す。

5

10

15

２直線の交点を通る直線参考

２直線 ①，② の交点Ａと点 ,2 1B -] gを通る直線の方程式を求
めてみよう。③ に，x 2=- ，y 1=  を代入して

k 2 1 4 2 2 1 1 0:- + - + - - + =] ]g g" ", ,

よって　　　　k
5
4

=-

③ より x y x y4 2 1 0
5
4

- + - + - + =] ]g g

したがって，求める直線ABの方程式は　　 x y2 3 7 0- + =

例 1

20

２直線  x y4 5 5 0- + = ，x y2 6 0+ - =  の交点と点 ,1 1] gを通る
直線の方程式を求めよ。

問 1
25
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2直線の関係4
平行条件と垂直条件

　２直線 y mx n= + ，y m x n= +l l

が平行になるのは，傾きが等しい，すなわち
　　　　　　　m m= l

のときである。ただし，m m= l，n n= l の
とき，２直線は一致するが，このときも平
行と考えることにする。
　次に m 0] ，m 0]l  であるとき，原点
を通る２直線 y mx= ，y m x= l  が垂直に
なる条件を調べてみよう。
　直線 y mx=  上に点 , m1A] gをとり，
点Ａからｘ軸，ｙ軸にそれぞれ垂線 AB，

ACを下ろす。右の図のように長方形 
ACOBと合同な長方形 A C OBl l lを考える。
このとき，対角線OAとOAlは垂直である。
点 Alの座標は ,m 1-] gで，２直線 y mx= ，y m x= l  が垂直になるのは，
点 Alが直線 y m x= l  上にあるときであるから

m m1 := -l ] g

すなわち　　　　　　　　　mm 1=-l 　　

　２直線 y mx= ，y m x= l  が垂直であれば，これらを平行移動して得
られる２直線 y mx n= + ，y m x n= +l l も垂直である。

 5

10

15

20m
m
1

=-l

２直線 y mx n= + ，y m x n= +l l について
　　２直線が平行　,　m m= l

　　２直線が垂直　,　mm 1=-l

平行条件と垂直条件

25
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２直線 x y2 5 0+ - = ，x y2 6 0- + =  の方程式は，それぞれ

y x2 5=- + ，y x
2
1

3= +  と変形でき，２直線の傾きの積は 

2
2
1

1#- =-] g  である。よって，この２直線は垂直である。

例13

次の直線のうち，互いに平行なもの，互いに垂直なものを選べ。
① y x4=  ② x y3 2 0+ + =

③ x y2 6 5 0+ - =  ④ x y2 8 5 0+ - =

問 13
5

次の直線の方程式を求めよ。
(1 )  点 ,1 2] gを通り，直線 y x3 1= +  に平行な直線
(2 )  点 ,3 2-] gを通り，直線 x y3 2 6 0+ - =  に垂直な直線

3

10

(1 )   直線 y x3 1= +  の傾きは３であるから，これと平行な直
線の傾きも３である。

　　よって，求める直線の方程式は
　　　　　 y x2 3 1- = -] g

　　すなわち　　y x3 1= -

(2 )   求める直線の傾きをmとする。
直線 x y3 2 6 0+ - =  の傾きは

2
3

- であるから

m
2
3

1- =-

　　よって　　m
3
2

=

　　したがって，求める直線の方程式は　　y x2
3
2

3- = +] g

　　すなわち　　　　 x y2 3 12 0- + =

解

15

20

点 ,3 1-] gを通り，直線 x y4 1 0- - =  に平行な直線と，垂直な直
線の方程式をそれぞれ求めよ。 p.81 Training 7 　p.104 LevelUp 4

問14

　 2直線の平行と垂直例 題
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　ある直線に関して対称な点について考えてみよう。

直線 x y2 10 0+ - =  に関して，点 ,1 2A] gと対称な点Ｂの座
標を求めよ。

4

２点A，Bが，ある直線ｌに関して対称である条件は
　1 直線ABは直線ｌに垂直である
　2 線分ABの中点Ｍは直線ｌ上にある
が成り立つことである。

直線 x y2 10 0+ - =  をｌとし，点Ｂの座標を ,a b] gとする。

　直線ｌの傾きは　
2
1

-

　直線ABの傾きは　
a
b

1
2

-
-

直線ｌと直線 ABは垂直であ
るから

　　　
a
b

2
1

1
2

1:-
-
-

=-d n

すなわち　　　　　　b a2=  …… ①

また，線分ABの中点 ,
a b

2
1

2
2+ +

d nはｌ上にあるから

　　　　　　　 a b
2

1
2

2
2

10 0:
+

+
+

- =

すなわち　　　　a b2 15 0+ - = 　　　…… ②
①，② より a b3 6，= =

したがって，点Ｂの座標は　　 ,3 6] g

考え方  5

解

10

15

20

直線 x y4 2 3 0- - =  に関して，点 ,4 1A -] gと対称な点Ｂの座標
を求めよ。 p.81 Training 8 　p.104 LevelUp 5

問15

　 ある直線に関して対称な点例 題
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2
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点と直線の距離

　直線ｌ上にない点Ｐからｌに下ろした垂線 PHの長さを 点Ｐと直線ｌ
の距離 という。
　点Ｐの座標を ,x y1 1] g，直線ｌの方程式を x y2 3 12 0+ - =  とすると
き，点Ｐと直線ｌの距離ｄを求めてみよう。
　点Ｈの座標を ,x y2 2] gとおくと，垂直条

件から　
x x
y y

3
2

1
2 1

2 1
:

-
-

- =-d n

すなわち　　 x x y y
2 3

2 1 2 1-
=

-

である。この値をｋとおけば
　　　　　　　x x k y y k2 32 1 2 1，　- = - =

すなわち　　x x k22 1= + ，y y k32 1= +  …… ①
また，点Ｈは直線ｌ上にあるから x y2 3 12 02 2+ - =  である。
よって，① より　　 x k y k2 2 3 3 12 01 1+ + + - =] ]g g

　　　　　 　　　　 k x y2 3 2 3 12 02 2
1 1+ + + - =] ]g g

これより　　　　　k x y
2 3

2 3 12
2 2

1 1
=-

+
+ - 　　　…… ②

①，② より
　　 x x y y k k k2 3 2 3PH2

2 1
2

2 1
2 2 2 22 2= - + - = + = +] ] ] ] ]g g g g g

　　 x y x y
2 3

2 3
2 3 12

2 3
2 3 122 2

2 2 2

1 1
2

2 2

1 1
2

:= +
+

+ -
=

+
+ -

]
]

]

]
g

g

g g

よって，求める距離は　　d x y

2 3

2 3 12
PH

2 2

1 1
= =

+

+ -

　一般に，次のことが成り立つ。

5

10

15

20

点 ,x y1 1] gと直線 ax by c 0+ + =  の距離ｄは

　　　　　　　　d
a b

ax by c
2 2

1 1
=

+

+ +

点と直線の距離
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点 ,2 1- -] gと直線 x y4 3 1 0+ + =  の距離ｄは

　　　d
4 3

4 2
2

3 1 1
2 2

: :
=

+
-

=
+ - +] ]g g

例14

次の点と直線の距離を求めよ。 p.81 Training 9 　p.104 LevelUp 6

(1 )  点 ,2 3-] g，直線 x y2 2 0+ + =

(2 )  原点，直線 x y4 3 5 0- - =

問16

 5

　 ABC9 に関して，次の定理が成り立つ。

　座標を利用して，中線定理を証明してみよう。

中線定理参考

ABC9 の辺 BCの中点をＭとすると

AB AC 2 AM BM22 2 2+ = +] g

中線定理

10

Ｍを原点，直線 BCをｘ軸にと
ると，三角形の３つの頂点A，B，

Cの座標はそれぞれ
　 ,a bA] g， ,c 0B -] g， ,c 0C] g

とおける。
このとき
　 a c b a c bAB AC2 2 2 2 2 2+ = + + + - +] ]g g" ", ,

　 a ac c b a ac c b2 22 2 2 2 2 2= + + + + - + +] ]g g

　 a b c2 2 2 2= + +] g

　 a b c2 2AM BM2 2 2 2 2+ = + +] ]g g" ,

　 a b c2 2 2 2= + +] g

ゆえに　　AB AC 2 AM BM2 2 2 2+ = +] g

証明

15

20
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Trainingトレーニング

 次の２点間の距離を求めよ。 p.68

 (1 )　 ,4 2A -] g， ,5 7B -] g (2 )　 ,0 0O] g， ,4 8A -] g

1

 ２点 ,3 2A - -] g， ,4 10B] gに対して，線分ABを 2 5| に内分する点Ｐ，
2 5| に外分する点Ｑの座標を求めよ。 p.70

2
5

 点 ,1 1A -] gに関して，点 ,2 3P] gと対称な点Ｑの座標を求めよ。
 p.70

3

 ３点 ,2 3A] g， ,1 5B -] g， ,2 1C] gを頂点とする ABC9 の重心Ｇの座標
を求めよ。 p.71

4

 次の２点A，Bを通る直線の方程式を求めよ。 p.73

 (1 )　 ,6 1A -] g， ,3 5B -] g (2 )　 ,2 0A -] g， ,2 6B -] g

510

 ２直線 x y 1 0+ + = ， x y3 7 0- + =  の交点と原点を通る直線の方程
式を求めよ。 p.74

6

 ２点 ,1 3A -] g， ,7 6B] gを通る直線をｌとする。点 ,3 4C] gを通り，ｌ
に平行な直線と，垂直な直線の方程式をそれぞれ求めよ。 p.77

7
15

 直線 x y2 4 0+ + =  に関して，点 ,4 1A - -] gと対称な点Ｂの座標を求
めよ。 p.78

8

 次の点と直線の距離を求めよ。 p.80

 (1 )　点 ,2 4] g，直線 x y2 6 5 0- - =

 (2 )　点 ,7 0-] g，直線 y x 3= +

9

20


